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1．はじめに
風力発電サイトの発電磯は､タワーとローダからなる特
異な形状で、しかも、ローダが回転運動をするため、他の
建造物に比ぺて視認されやすい｡景観影響評価においては、
風力発電機を周辺の単調な自然景観にアクセントを与え
る新たな景観資源として積極的に評価し､誘致を推進する
意見がある一方､風力発電機は送電線鉄塔や携帯電波局な
どと同様に自然景観の阻害要因(VisualIntrusion)として
認知して、開発に慎重な意見も多く聞力熟るようになった。
風力発噺の景観評価には、自然エネルギー開発に対する
環境意織の変化が影響しているものと考えられるが､風力
発趣サイトの大規模化､すなわち､発電機の大型化と1サ
イトにおける発電機設置基数の鋤ロ（ウィンドファーム
化）といった構造面での到上も見逃せない。
近年の開発サイトのもうひとつの特徴は､サイトの股憧
場所が､生活圏からは遠隔地された山間部や海岸線などか
ら、住居地・市街地に近接した里山・牧地･農耕地にまで
拡大してきたことである。発電所誘致に対して、積極派で
あれ､慎重派であれ、日常の生活圏の視界から風力発電所
を遠ざけておくという点では共通していた。しかし､発電
サイトは生活圏に接近し､地域住民の視界から遮断し隠蔽
することは難しくなり、風力発電機を目にする機会が増え、
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日常風景化したことが、また､風力発電サイトの景観評価
に影響を与えている。地域生活圏に近接した風力発電機は、
周辺の住居･建物や里山の樹木に重なってタワーやローダ
の一部が不可視となる場合が多し％また、立地条件が共通
する送電線鉄塔や電波局など他建築物と並列･干渉して景
観を形成する場合も少なくな↓も生活圏の視界からの隠蔽
を優先したこれまでの評価基準を見直し､地域住民が日常
的に目にする地域景観との関係において､風力発電機の景
観影響を考える必要があると思われる。
本研究は、風力発電サイトの「見えの形」に注目して、
発電サイトの景観特性と生活圏景観との関係を議輪する
ための評価方法を提案した。提案方法は､実際の景観影響
アセスメントに適用して、有効性を検討した。
2．風力発電サイトの景観研究
風力発電の商業運用が始まった1”0年代には、ヨーロ
ッパを中心に景観影響に関する研究が行われている。
Kidnerは､地理情報システム(GIS)を用いた可撫職
析の方法を提案し、Taylor&Duireは、フォトモンター ジ
ュ技法を用いた瀬変化の事前評価法を紹介した｡可視領
域分析は定量評価、フォトモンタージュは定牲繍z価の方法
として、現在でも、景観影響評価の基本技術である。





